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活動の概要 障がいのある方たちは、地域で生きがいのある生活を送るには、

自由に参加できる余暇活動の充実が不可欠です。しかし、障がいの

ある方には移動の困難や活動内容の困難さからこうした活動に積極

的に参加できないというのも現状です。 
このような方々が地域の中で充実した余暇活動をできるように支

援しているボランティア団体が多くあります。こうしたボランティ

ア団体を訪問し、実際に活動を見学体験したり、関係者の方たちに

インタビューをしたりして、余暇支援について学びました。 
 

活動のプロセス 私たちは、障がいのある方々の地域生活を考える上で、余暇活動

と余暇支援に注目しました。 
まず、障害のある方々が余暇活動をする上での、様々な困難を知

ることから始めました。 
そして、そういった方々が安心して、楽しく余暇活動ができるよ

うに支援しているボランティア団体をいくつか調べました。 
その後、そのボランティア団体を見学、体験しました。また、関

係者からのインタビューも行い、それらを元に、障がいのある方の

余暇活動の現状や、課題を考えました。 
まとめ この分科会では、障がい者の地域生活について、余暇活動という

視点から考えることで、ボランティア団体や、支援している人たち

の存在を知ることができました。しかし、まだまだ、障がいのある

方が、余暇活動をするには様々な困難がある現状も見えてきました。

今回、学んだことをきっかけとして、余暇支援がどういうものであ

ればよいのか、現状を打開するにはどうしたらよいのかを各々考え

ていきたいと思います。 
 
 
 


